
品番

図番

冷媒配管（１）

ビル用マルチエアコン　　新設・既設兼用
ハイグレード　ＵＸＰR5

CU-P224,P224UXPR5(J)
CU-P335,P400UXPR5(J)
CU-P450UXPR5(J)

PA21-11-(75)-1

Ａ４

■ビル用マルチエアコン　新設・既設兼用　ハイグレード　ＵＸＰＲ５　配管設計《新規配管の場合》

システムの総冷媒量（出荷時冷媒量＋現地追加チャージ量）は、
次の値以下にしてください。
室外ユニット 1台の場合：50kg
室外ユニット 2台の場合：80kg
室外ユニット 3 台の場合：100kg

※

●冷媒配管長・据付高低差の範囲
＊分岐配管の分岐前（または合流後）の配管については、１５０ｍｍ以上（レデューサー含む）の直管部を設けてください。

記号説明
：分岐配管（別売品）

：ボ－ルバルブ（現地調達品）

：チーズ（現地調達品）
：密着（ピンチ）溶接

注）　　　部の液管には弊社の別売品を使用してください。

（φ６.３５）
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チーズ分岐配管の場合
（ヘッダー分岐方式）

室外第一分岐

第一分岐

1.
2.
3.
4.

　　　　　　　主管（ガス管、液管ともに最大配管径）LM＝LA＋LB
　　　　　　　分岐後の主管 LC～ LHのサイズは分岐後合計容量により選定。
室外ユニット間の主管（LO,LP 部）のサイズは分岐後に接続される室外ユニットの合計相当馬力により選定。
　　　　　　　室内ユニット接続配管ℓ1～ℓ64のサイズは室内ユニット形式により選定。

項　目

許容配管長

許容高低差

許容分岐配管長

記　　号
L1

⊿ L（L2-L4）

LM

ℓ1､ℓ2､～ℓ64
L1+ℓ1+ℓ2+～ℓ63
+ℓA+ℓB+LF+LG+LH
ℓA､ℓB+LO､ℓC+LO

H1

H2
H3

L3

内　　　　　容
最大許容配管長
第一分岐からの最大長と最小長との差
主管（ガス管、液管ともに最大配管径）の最大長
（第一分岐後でも最大配管径になる場合あり）
各分岐配管の最大長
最大許容配管長と他の各配管の総和長
［液管のみ］
各室外ユニットから室外第一分岐までの最大長
室外ユニットと
室内ユニット間最大

室外ユニットが上の場合
室外ユニットが下の場合

室内ユニット間最大
室外ユニット間最大
現地調達によるチ－ズ分岐配管
最初のチ－ズから先端の密着部までの最大長

実　長　(ｍ)
≦ 200
≦ 50

―

≦ 50

≦ 1000

≦ 10
≦ 50
≦ 40
≦ 30
≦ 4

≦ 2

（相当長 210）注）1
注）3

注）2

注）5

注）4　注）６

注) 1　最大配管長(L1)が90ｍ(相当長)を超える場合は、主管(LM)の配管サイズをガス管、液管ともに1ランクサイズアップ
してください。(レデューサーは現地調達となります。)
( 主管サイズ(LA)表より選定し、1ランクサイズアップは冷媒配管表より選定してください。)

注) 2　注1以外の場合でも、主管（LM）の最大長が、50ｍを超える場合は50ｍまでの部分の主管サイズを、ガス管のみ1
ランクサイズアップしてください。(レデューサーは現地調達となります。)
(主管サイズ(LA)表より選定し，1ランクサイズアップは冷媒配管表より選定してください。)

注) 3　４０ｍを超える場合は、ガス管、液管ともに１ランクサイズアップが必要な個所があります。
(詳細は空調設備設計資料　設計編　システムマルチの設計内の「第一分岐(最初の分岐からの最大長と最小長との差⊿Ｌ)」
を参照してください。)

 

注) 4　総和長が５００ｍを超える場合は室内ユニット間最大許容高低差(H2)を 15×　2 ―　　　　　     としてください。（　　　　　　）総和長
500

注) 5　３０ｍを超える場合は、分岐配管のガス管、液管を１ランクサイズアップしてください。
注) 6　H2(室内ユニット間最大)が15ｍを超える場合は、以下の対応が必要になります。

・ 室内外ユニット容量比は、100％以下となるよう設計してください。
・⊿Ｌ（第一分岐からの最大長と最小長との差）の制限が変わります。
　(詳細は空調設備設計資料　設計編　システムマルチの設計内の「H2(室内ユニット間最大)が15ｍを超える場合の対応に
　ついて」を参照してください。)
・ ガス管、液管ともに1ランクサイズアップが必要な個所があります。
　(詳細は空調設備設計資料　設計編　システムマルチの設計内の「H2(室内ユニット間最大)が15ｍを超える場合の対応に
　ついて」を参照してください。)
・現地での７セグメントによる設定が必要です。詳細は据付工事説明書　試運転編を参照してください。 



Ａ４

品番

図番

冷媒配管（２）

ビル用マルチエアコン　　新設・既設兼用
ハイグレード　ＵＸＰR5

CU-P224,P224UXPR5(J)
CU-P335,P400UXPR5(J)
CU-P450UXPR5(J)

PA21-11-(75)-2

最短配管長の制約あり 最短配管長の制約なし分岐配管方式

● 分岐後配管を直接室内ユニットに接続する場合、停止ユニットへのオイル溜まり、冷媒溜まりを防止
するために各分岐後配管を上り勾配にする必要となる場合があります。（下図参照）

（分岐方式および分岐後配管について）ご注意ご注意ご注意

分岐配管の
設置方法

分岐後配管を直接室内
ユニットに接続しない場合

ガス管・液管液管

分岐後配管を直接室内ユニットに接続する場合

ガス管

垂

直

水

平

上
向
き

下

向

き

水平

接続配管

分岐配管

分岐後配管

垂直

水平

分岐後配管

もしくは

もしくは

分岐配管

室内ユニット

※接続配管が主管より上になるように
　してください。

※分岐配管が垂直（上向き）の
　場合は分岐後配管の制約は
　ありません。

※分岐配管が垂直（上向き）の
　場合は分岐後配管の制約は
　ありません。

垂直 ※分岐配管が垂直（上向き）の
　場合は分岐後配管の制約は
　ありません。

※分岐配管が垂直（下向き）の
　場合は分岐後配管の制約は
　ありません。

※分岐配管が垂直（下向き）の
　場合は分岐後配管の制約は
　ありません。

※室内ユニットは最下部の配管より上に
　なるように勾配および直管部を取って
　ください。

0
～
30°

0
～
30° A矢視図

A

主管

垂直 垂直

垂直

水平以上の
高低差が必要です

水平

分岐配管

分岐後配管

室内ユニット

もしくは

もしくは

0～30°

15～90°

垂直
直管部
200mm
　以上

高低差が必要です

20
0ｍ
ｍ
以
上

直
管
部 高低差が必要です

15～90°

水平

水平以上の
高低差が必要です

水平
0～30°

20
0ｍ
ｍ
以
上

直
管
部

高低差が必要です

15～90°

※分岐後配管には必ず1か所上り勾配
　および直管部を取ってください。

水平以上の
高低差が必要です

0～30°

水平

※分岐後配管には必ず1か所上り勾配を
　取ってください。

20
0ｍ
ｍ
以
上

直
管
部 高低差が必要です

15～90°

水平

ガス管

液管

バランス管

●

●
●

チーズ先端部は必ず密着溶接にしてください（図のＸ部分）。
またチーズ内の冷媒流路をふさがないように各接続配管の
挿入寸法を注意してください｡
必ず汎用のチーズをご使用ください。
ヘッダー分岐方式から更に分岐させないでください。
ヘッダー分岐方式は、室外側では使用しないでください。

形式
区分 224形 280形 335形 400形 450形

ガ　ス　管

出荷時冷媒量
φ19.05
　　　k 　　　k 　　　k 　　　k 　　　k

ろう付接続
φ22.22 φ25.4 φ28.58

5.9 5.9 6.1 8.2 8.2

液　　　管 7.21φ25.9φ
ろう付接続

バランス管 φ6.35
フレア接続

●室外ユニット出荷時冷媒量・接続配管（ℓA～ℓC）

ご注意ご注意ご注意 室外ユニット単独設置の場合、バランス管は
使用しません。
工場出荷時の状態を保持してください。

（主配管は水平）ヘッダー分岐方式
室内

室内

室内

水平線

水平線

プラス角度にする

プラス角度にする
（15～30°）

（15～30°）

密着溶接
  （Ｘ部）

室外

L3≦2ｍ
（最初の分岐から
 先端の密着部まで）

チーズ



Ａ４

品番

図番

冷媒配管（３）

ビル用マルチエアコン　　新設・既設兼用
ハイグレード　ＵＸＰR5

CU-P224,P224UXPR5(J)
CU-P335,P400UXPR5(J)
CU-P450UXPR5(J)

PA21-11-(75)-3

　224～450形 　500～900形 950～1360形
　　　2k 　　　4k 　　　6k

室内ユニット補正冷媒量
室内ユニット能力（冷房能力（ｋＷ））の合計に応じて、
下記の計算式で算出された冷媒量を追加してください。
追加冷媒量＝0.1×冷房能力＋0.3k

●

室外ユニット補正冷媒量●
室外ユニット 1台あたり 2k の冷媒量を追加してください。

●主管サイズ（LA） ※室外第一分岐～第一分岐間

 ※室外第一分岐より室外ユニット側●室外ユニット間の主管サイズ（LO、LP）
室外ユニット間の主管サイズは、分岐後に接続される室外ユニットの相当馬力を合計して、 主管サイズ（ＬＡ）
より選定してください。

形　　　　式 224 280 335 400 450 500 560 615 670 730 775 850 900
系統相当馬力合計 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32

組み合わせ室外ユニット 8 10 12 14 16 8 8 10 12 12 12 14 16
10 12 12 12 14 16 16 16

ガス管（ｍｍ） 57.13φ85.82φ4.52φ22.22φ50.91φ
液　管（ｍｍ） 50.91φ88.51φ7.21φ25.9φ

形　　　　式
系統相当馬力合計 38 40 42 44 46 48

組み合わせ室外ユニット
12 12 12 12 14 16
12 12 14 16 16 16
14 16 16 16 16 16

ガス管（ｍｍ） φ31.75 φ38.1
液　管（ｍｍ） φ19.05

950 1000 11801060 1120 1220 1280 1360

12
12

1210
12
12

3634

＊1

＊2

将来増設予定のある場合は、増設後の合計相当馬力により配管径を選定してください。
ただし、配管サイズが 2ランクアップになる場合は増設できません。
バランス管（室外ユニット配管）は、 φ6.35 となります。

● 配管分冷媒追加量
液管サイズ 1ｍ当りの冷媒追加量（ /ｍ）
φ  6.35
φ  9.52
φ12.7
φ15.88
φ19.05
φ22.22

26
56
128
185
259
366

■冷媒追加量

●第一分岐後の主管サイズ（LB、LC…）

分岐後合計容量
kW未満（相当馬力） 7.1（2.5） 16.0（6） 22.4（8） 30.0（11）42.0（15）
kW以上（相当馬力） ― 7.1（2.5） 16.0（6） 22.4（8） 30.0（11）

52.4（19）
42.0（15）

配管サイズ
ガス管（ｍｍ） φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4

7.21φ25.9φ）ｍｍ（管　液
φ28.58

分岐後合計容量 kW未満（相当馬力）70.0（25）98.0（35） ―
kW以上（相当馬力）52.4（19）70.0（25）98.0（35）

配管サイズ
ガス管（ｍｍ） φ28.58 φ31.75 φ38.1
液　管（ｍｍ） φ15.88 φ19.05

＊1 分岐後に接続される室内ユニットの合計容量（＝冷房能力）が室外ユニットの合計容量（＝組み合わせ室外ユニット冷房能力）を
　　超える場合、主管サイズは室外ユニット合計容量で選定してください。

＊1 接続台数が2台以下の場合には、後の増設可能台数として1台のみ増設可能です。
接続予定がある場合は増設を考慮した配管設計としてください。
増設後の室外ユニットの組み合わせは、組み合わせ一覧記載の組み合わせとなるように選択してください。
その他の組み合わせの場合は、電気特性や法定冷凍トンの確認が必要ですので別途お問い合わせください。

＊2 室内外ユニット容量比により制限されます。
＊3 一度に運転選択されるときの室内負荷が130％以下になるように設計してください。

室外ユニット組み合わせ最多台数
室外ユニット組み合わせ最大能力

室内ユニット台数
室内外ユニット容量比

3台 　＊1
136kW（48馬力相当）

1～ 64台 ＊2　
＊3　50％～ 200％ 

●システム制限



Ａ４

品番

図番

冷媒配管（４）

ビル用マルチエアコン　　新設・既設兼用
ハイグレード　ＵＸＰR5

CU-P224,P224UXPR5(J)
CU-P335,P400UXPR5(J)
CU-P450UXPR5(J)

PA21-11-(75)-4

※

※

配管の曲げ加工をする場合は、外径の 4倍以上の曲げ半径
で加工してください。
また、曲げ加工する際、配管のつぶれ、傷等に十分注意し
てください。
フレア加工はフレアツールを使用して確実なフレア加工を
してください。

●室内ユニット接続配管（ℓ１～ℓ64）
室内ユニット形式 22 28 36 45 56 71 80 90 112 140 160 224 280

相当馬力 0.8 1 1.3 1.6 2 2.5 3 3.2 4 5 6 8 10
88.51φ7.21φ）ｍｍ（管スガ φ19.05 φ22.22
φ9.5253.6φ液　管（ｍｍ）

●冷媒配管
配管サイズ（mm）

O材
肉厚外径 肉厚外径

φ6.35 t0.8
φ9.52
φ12.7

t0.8
t0.8
t1.0φ15.88
t1.2φ19.05

1/2H、H材

t1.45 以上φ41.28

φ22.22
φ25.4

t1.0
t1.0
t1.0φ28.58
t1.1φ31.75

t1.35 以上φ38.1



Ａ４

※システムの総冷媒量（出荷時冷媒量＋現地追加チャージ
量）が次の値を超える場合は、一部配管サイズを変更する
等して冷媒量を減らす処置をしてください。
室外ユニット1台の場合：50kg
室外ユニット2台の場合：80kg
室外ユニット3台の場合：100kg

●冷媒配管長・据付高低差の範囲

注) 1　最大配管長(L1)が90ｍ(相当長)を超える場合は、主管(LM)の配管サイズをガス管、液管ともに1ランクサイズアップ
してください。(レデューサーは現地調達となります。)
( 主管サイズ(LA)表より選定し、1ランクサイズアップは冷媒配管表より選定してください。

注) 2　注1以外の場合でも、主管（LM）の最大長が、50ｍを超える場合は50ｍまでの部分の主管サイズを、ガス管のみ1
ランクサイズアップしてください。(レデューサーは現地調達となります。)
(主管サイズ(LA)表より選定し，1ランクサイズアップは冷媒配管表より選定してください。)

注) 3　４０ｍを超える場合は、ガス管、液管ともに１ランクサイズアップが必要な個所があります。
(詳細は空調設備設計資料　設計編　システムマルチの設計内の「第一分岐(最初の分岐からの最大長と最小長との差⊿Ｌ)」
を参照してください。)

 

注) 4　総和長が５００ｍを超える場合は室内ユニット間最大許容高低差(H2)を 15×　2 ―　　　　　     としてください。（　　　　　　）総和長
500

注) 5　３０ｍを超える場合は、分岐配管のガス管、液管を１ランクサイズアップしてください。
注) 6　H2(室内ユニット間最大)が15ｍを超える場合は、以下の対応が必要になります。

・ 室内外ユニット容量比は、100％以下となるよう設計してください。
・⊿Ｌ（第一分岐からの最大長と最小長との差）の制限が変わります。
　(詳細は空調設備設計資料　設計編　システムマルチの設計内の「H2(室内ユニット間最大)が15ｍを超える場合の対応に
　ついて」を参照してください。)
・ ガス管、液管ともに1ランクサイズアップが必要な個所があります。
　(詳細は空調設備設計資料　設計編　システムマルチの設計内の「H2(室内ユニット間最大)が15ｍを超える場合の対応に
　ついて」を参照してください。)
・現地での７セグメントによる設定が必要です。詳細は据付工事説明書　試運転編を参照してください。 

品番

図番

冷媒配管（５）

ビル用マルチエアコン　　新設・既設兼用
ハイグレード　ＵＸＰR5

CU-P224,P224UXPR5(J)
CU-P335,P400UXPR5(J)
CU-P450UXPR5(J)

PA21-11-(75)-5

■ビル用マルチエアコン　新設・既設兼用　ハイグレード　ＵＸＰＲ５　配管設計《既設配管の場合》

＊分岐配管の分岐前（または合流後）の配管については、１５０ｍｍ以上（レデューサー含む）の直管部を設けてください。

記号説明
：分岐配管（別売品）
：ボ－ルバルブ（現地調達品）
：チーズ（現地調達品）
：密着（ピンチ）溶接

注）　　　部の液管には弊社の別売品を使用してください。

（φ６.３５）
バランス管

LO

LM

LA

LB
LC

LD

LF

LG

LH

H1

H2

H3
L1

L2

L3

L4

ℓAℓBℓC

ℓ1 ℓ2 ℓ3

ℓ4 ℓ5 ℓ62 ℓ63 ℓ64

増設用

増設用

400mm以内

400mm以内

チーズ分岐配管の場合
（ヘッダー分岐方式）

室外第一分岐

第一分岐

1.
2.
3.
4.

　　　　　　　主管（ガス管、液管ともに最大配管径）LM＝LA＋LB
　　　　　　　分岐後の主管 LC～ LHのサイズは分岐後合計容量により選定。
室外ユニット間の主管（LO,LP 部）のサイズは分岐後に接続される室外ユニットの合計相当馬力により選定。
　　　　　　　室内ユニット接続配管ℓ1～ℓ64のサイズは室内ユニット形式により選定。

項　目

許容配管長

許容高低差

許容分岐配管長

記　　号
L1

⊿ L（L2-L4）

LM

ℓ1､ℓ2､～ℓ64
L1+ℓ1+ℓ2+～ℓ63
+ℓA+ℓB+LF+LG+LH
ℓA､ℓB+LO､ℓC+LO

H1

H2
H3

L3

内　　　　　容
最大許容配管長
第一分岐からの最大長と最小長との差
主管（ガス管、液管ともに最大配管径）の最大長
（第一分岐後でも最大配管径になる場合あり）
各分岐配管の最大長
最大許容配管長と他の各配管の総和長
［液管のみ］
各室外ユニットから室外第一分岐までの最大長
室外ユニットと
室内ユニット間最大

室外ユニットが上の場合
室外ユニットが下の場合

室内ユニット間最大
室外ユニット間最大
現地調達によるチ－ズ分岐配管
最初のチ－ズから先端の密着部までの最大長

実　長　(ｍ)
≦ 200
≦ 50

―

≦ 50

≦ 1000

≦ 10
≦ 50
≦ 40
≦ 30
≦ 4

≦ 2

（相当長 210）注）1
注）3

注）2

注）5

注）4　注）６
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既設配管再利用

品番

図番

冷媒配管（６）

ビル用マルチエアコン　　新設・既設兼用
ハイグレード　ＵＸＰR5

CU-P224,P224UXPR5(J)
CU-P335,P400UXPR5(J)
CU-P450UXPR5(J)

PA21-11-(75)-6

最短配管長の制約あり 最短配管長の制約なし分岐管方式

● 分岐後配管を直接室内ユニットに接続する場合、停止ユニットへのオイル溜まり、冷媒溜まりを防止
するために各分岐後配管を上り勾配にする必要となる場合があります。（下図参照）

（分岐方式および分岐後配管について）ご注意ご注意ご注意

分岐配管の
設置方法

分岐後配管を直接室内
ユニットに接続しない場合

ガス管・液管液管

分岐後配管を直接室内ユニットに接続する場合

ガス管

垂

直

水

平

上
向
き

下

向

き

水平

接続配管

分岐配管

分岐後配管

垂直

水平

分岐後配管

もしくは

もしくは

分岐配管

室内ユニット

※接続配管が主管より上になるように
　してください。

※分岐配管が垂直（上向き）の
　場合は分岐後配管の制約は
　ありません。

※分岐配管が垂直（上向き）の
　場合は分岐後配管の制約は
　ありません。

垂直 ※分岐配管が垂直（上向き）の
　場合は分岐後配管の制約は
　ありません。

※分岐配管が垂直（下向き）の
　場合は分岐後配管の制約は
　ありません。

※分岐配管が垂直（下向き）の
　場合は分岐後配管の制約は
　ありません。

※室内ユニットは最下部の配管より上に
　なるように勾配および直管部を取って
　ください。

0
～
30°

0
～
30° A矢視図

A

主管

垂直 垂直

垂直

水平以上の
高低差が必要です

水平

分岐配管

分岐後配管

室内ユニット

もしくは

もしくは

0～30°

15～90°

垂直
直管部
200mm
　以上

高低差が必要です

20
0ｍ
ｍ
以
上

直
管
部 高低差が必要です

15～90°

水平

水平以上の
高低差が必要です

水平
0～30°

20
0ｍ
ｍ
以
上

直
管
部

高低差が必要です

15～90°

※分岐後配管には必ず1か所上り勾配
　および直管部を取ってください。

水平以上の
高低差が必要です

0～30°

水平

※分岐後配管には必ず1か所上り勾配を
　取ってください。

20
0ｍ
ｍ
以
上

直
管
部 高低差が必要です

15～90°

水平

●

●
●

チーズ先端部は必ず密着溶接にしてください（図のＸ部分）。
またチーズ内の冷媒流路をふさがないように各接続配管の
挿入寸法を注意してください｡
必ず汎用のチーズをご使用ください。
ヘッダー分岐方式から更に分岐させないでください。
ヘッダー分岐方式は、室外側では使用しないでください。

ガス管

液管

バランス管

●室外ユニット出荷時冷媒量・接続配管（ℓA～ℓC）
形式

区分 224形 280形 335形 450形400形

ガ　ス　管 φ19.05
ろう付接続

φ22.22 φ25.4 φ28.58
5.9k 5.9k 6.1k 8.2k 8.2k

液　　　管 φ12.7φ9.52
ろう付接続

バランス管 φ6.35
フレア接続

出荷時冷媒量

ご注意ご注意ご注意 室外ユニット単独設置の場合、バランス管は使用しま
せん。工場出荷時の状態を保持してください。

室内
室内

室内

水平線

水平線

プラス角度にする

プラス角度にする

密着溶接
  （Ｘ部）

室外

L3≦2ｍ
（最初の分岐から
 先端の密着部まで）

（主配管は水平）ヘッダー分岐方式

チーズ
（15～30°）

（15～30°）
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既設配管再利用

品番

図番

冷媒配管（７）

ビル用マルチエアコン　　新設・既設兼用
ハイグレード　ＵＸＰR5

CU-P224,P224UXPR5(J)
CU-P335,P400UXPR5(J)
CU-P450UXPR5(J)

PA21-11-(75)-7

■冷媒追加量
●配管分冷媒追加量
液管サイズ 1ｍ当りの冷媒追加量（ /ｍ）
φ  6.35
φ  9.52
φ12.7
φ15.88
φ19.05
φ22.22

26
56
128
185
259
366

φ25.4 490

室内ユニット補正冷媒量
室内ユニット能力（冷房能力（ｋＷ））の合計に応じて、
下記の計算式で算出された冷媒量を追加してください。
追加冷媒量＝0.1×冷房能力＋0.3k

●

室外ユニット補正冷媒量●
室外ユニット 1台あたり 2k の冷媒量を追加してください。

・室外ユニット 1台の場合：50k 室外ユニット 2台の場合：80k 室外ユニット３台の場合：100k

システムの総冷媒量（出荷時冷媒量＋現地追加チャージ量）が次の値を超える場合は、一部配管サイズを変更する等
して冷媒量を減らす処置をしてください。

※

　224～450形 　500～900形 950～1360形
　　　2k 　　　4k 　　　6k

●主管サイズ（LA） ※室外第一分岐～第一分岐間

主

管

サ

イ

ズ

（ＬＡ）

合計容量形式 系統馬力
合計

組み合わせ
室外ユニット １９．０５ ２２．２２ ２５．４ ２８．５８ ３１．７５ ３８．１ ４１．２８ ４４．４５ ５０．８ ６．３５ ９．５２ １２．７ １５．８８ １９．０５ ２２．２２ ２５．４

ガス管 管液）ｍｍ（ （ｍｍ）

２２４形
２８０形
３３５形
４００形
４５０形
５００形
５６０形
６１５形
６７０形
７３０形
７７５形
８５０形
９００形
９５０形
１０００形
１０６０形
１１２０形
１１８０形
１２２０形
１２８０形
１３６０形

22.4kW

40.0kW

28.0kW
33.5kW

45.0kW
50.0kW
56.0kW
61.5kW
67.0kW
73.0kW
77.5kW
85.0kW
90.0kW
95.0kW
100kW
106kW
112kW
118kW
122kW
128kW
136kW

８

１４

１０
１２

１６
１８
２０
２２
２４
２６
２８
３０
３２
３４
３６
３８
４０
４２
４４
４６
４８

８

１４
１６
8＋10
8＋１2
10＋12
12＋12
12＋14
12＋16
14＋１6
１６＋１６
10＋１２＋12
１２＋１２＋１２
１2＋１２＋14
１2＋１２＋１6
１2＋１４＋１6
１2＋１６＋１6
１4＋１６＋１6
１６＋１６＋１６

１２
１０

◎ 印は、標準サイズです。
将来増設予定があり増設後の配管サイズを確認する場合、上表の室外ユニット組み合わせにならないときは、増設後の系統馬力合計
の行を参照してください。
バランス管（室外ユニット配管）は、φ6.35です。
最大配管長（L1）が90m（相当長）を超える場合は、主管サイズ表 ◎ 印の配管を使用できません。（ガス管、液管とも）
＊４以外の場合でも、主管（LM）の最大長が50mを超える場合は、50mまでの部分の主管には、ガス管のみ ◎ 印の配管を使用でき
ません。（液管は使用できます）
主管サイズ表 ● 印の配管を使用する場合は、オイル追加チャージが必要になります。オイルを30cc/m追加してください。
（オイルサービス部品コード：CV6231815277（FV-68S、4ℓ））

＊1
＊2

＊3
＊4
＊5

＊6

室外ユニット間の主管サイズ（LO、LP）※室外第一分岐から室外ユニット側
室外ユニット間の主管サイズは、先端に接続される室外ユニットの相当馬力を合計して、上表の主管サイズ表 ◎ 印の配
管から選定してください。

●

室外ユニット組み合わせ最多台数
室外ユニット組み合わせ最大能力

室内ユニット台数
室内外ユニット容量比

3台 　＊1
136kW（48馬力相当）

1～ 64台 ＊2　
＊3　50％～ 200％ 

●システム制限

＊1 接続台数が2台以下の場合には、後の増設可能台数として1台のみ増設可能です。
接続予定がある場合は増設を考慮した配管設計としてください。
増設後の室外ユニットの組み合わせは、組み合わせ一覧記載の組み合わせとなるように選択してください。
その他の組み合わせの場合は、電気特性や法定冷凍トンの確認が必要ですので別途お問い合わせください。

＊2 室内外ユニット容量比により制限されます。
＊3 一度に運転選択されるときの室内負荷が130％以下になるように設計してください。
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※配管の曲げ加工をする場合は、外径の 4倍以上の曲げ半径で加工してください。
　また、曲げ加工する際、配管のつぶれ、傷等に十分注意してください。
※フレア加工はフレアツールを使用して確実なフレア加工をしてください。

既設配管再利用

品番

図番

冷媒配管（８）

ビル用マルチエアコン　　新設・既設兼用
ハイグレード　ＵＸＰR5

CU-P224,P224UXPR5(J)
CU-P335,P400UXPR5(J)
CU-P450UXPR5(J)

PA21-11-(75)-8

●第一分岐後の主管サイズ（LB･LC…）

●室内ユニット接続配管（ℓ1～ℓ64）

１２．７ １５．８８ １９．０５ ２２．２２ ２５．４ ２８．５８ ３１．７５ ３８．１ ４１．２８ ４４．４５ ５０．８ ６．３５ ９．５２ １２．７ １５．８８ １９．０５ ２２．２２ ２５．４
液管（ｍｍ）相当馬力

１６０形

室内ユニット
接続配管
サイズ

（　１～　６４）

ガス管（ｍｍ）室内ユニット
形　　式

１４０形
１１２形
９０形
８０形
７１形
５６形
４５形
３６形
２８形
２２形

２２４形
２８０形

０．８
１
１．３
１．６
２
２．５
３
３．２
４
５
６
８
１０

◎ 印は、標準サイズです。
室内ユニット接続配管サイズ表 △ 印の配管は、次の条件を満たすとき使用できます。
   1.既設室内ユニットで能力不足や冷媒流動騒音が発生していない
   2.既設室内ユニットが 7.3～8.7 kW（6300～7500kcal/ｈ）タイプ
   3.φ6.35配管の長さが10m以内
   4.室内ユニット間高低差（H2）が4m以内

＊1
＊2

●再利用可能な既設配管
配管サイズ（mm）

O材
肉厚外径

φ6.35
φ9.52
φ12.7

 1.0φ15.88
 1.0 以上φ19.05

1/2H、H材
外径 肉厚 外径 肉厚

φ19.05
φ22.22
φ25.4

 0.8
 0.8
 0.8

 1.0
 1.0
 1.0
 1.0φ28.58
 1.1φ31.75

 1.15 以上φ38.1
 1.2 以上φ41.28
 1.25 以上φ44.45
 1.4 以上φ50.8

※

１２．７

（ＬＢ・ＬＣ・・・）

１５．８８ １９．０５ ２２．２２ ２５．４ ２８．５８ ３１．７５ ３８．１ ４１．２８ ４４．４５ ５０．８ ６．３５ ９．５２ １２．７ １５．８８ １９．０５ ２２．２２ ２５．４
ガス管 管液）ｍｍ（ （ｍｍ）

４２．０（１５）

－

分岐後合計容量
（　）内は相当馬力
ｋＷ以上 ｋＷ未満

     ７．１（２．５）
    ７．１（２．５）     ９．０（３．２）

１６．０（６）
２２．4（８．0）
３０．０（１１）

５２．４（１９）
７０．０（２５）
９８．０（３５）
１０６．０（３８）
－

４２．０（１５）

１０６．０（３８）
９８．０（３５）
７０．０（２５）

    ９．０（３．２）
１６．０（６）
２２．4（８．0）
３０．０（１１）

５２．４（１９）

分岐後の
主管サイズ

◎ 印は、標準サイズです。
分岐後主管サイズは、主管サイズを超えないようにしてください。
分岐後に接続される室内ユニットの合計容量(＝冷房能力)が室外ユニットの合計容量(＝組み合わせ室外ユニット冷房能力)を超える
場合、主管サイズは室外ユニット合計容量で選定してください。
分岐後の主管サイズ表 ● 印の配管は、オイル追加チャージすることで、50m以内であれば使用できます。
オイルを30cc/m追加チャージしてください。(オイルサービス部品コード：CV6231815277(FV-68S、4ℓ))

＊1
＊2
＊3

＊4

※  分岐後合計容量が22.4kWの場合に限り、使用可能です。
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既設配管再利用判定フロー

品番

図番

冷媒配管（９）

ビル用マルチエアコン　　新設・既設兼用
ハイグレード　ＵＸＰR5

CU-P224,P224UXPR5(J)
CU-P335,P400UXPR5(J)
CU-P450UXPR5(J)

PA21-11-(75)-9

〈Ⅰ〉既設配管の再利用可否の判断
下記の条件をすべて満たすことが必要です。
①既設配管は、下表に示す再利用可能な配管サイズである。また、配管長制限、冷媒追加量制限を満たす。
●再利用可能な既設配管

②

③
④

⑤
⑥

配管にへこみ、割れ、腐食などの異常がないこと。
（注）既設配管の傷やへこみの有無など、配管強度の信頼性確認は現地施工区分になります。当社とし

ては保証しかねますのでご注意ください。
分岐管の最高使用圧力は 3.3MPa 以上であること。または分岐管は当社純正部品であること。

（注）当社純正品以外の分岐管の配管強度は、当社では保証しかねますのでご注意ください。
断熱材に、腐食・剥がれ等がない。また、片断熱仕様ではない。
既設ユニットの冷凍機油が下記のいずれかである。
［鉱　油］スニソ、フレオール S、MS
［合成油］アルキルベンゼン系（HAB、バーレルフリーズ）、エステル系、エーテル系（PVEのみ）
（注）既設ユニットがGHPタイプで、且つ PAG油（HP-5S・7・9、PRなど）を使用していた機種の

場合には、配管洗浄が必要です。そのまま使用すると圧縮機の巻線絶縁不良となるおそれがあります。
またGHPタイプでも、スニソやエーテル系（FV＊＊Sシリーズ）を使用していた機種は、配管洗浄の
必要はありません。その際、必ず既設ユニットの冷凍機油を確認して判定してください。

既設配管は、室外・室内ユニット等が接続され、気密された状態にある。
既設ユニット使用時に、圧縮機レアショートや水分チョーク、酸化スケール等の配管内に異物が混入す
るトラブルが発生していない。もしくは、発生した場合でも適正な処置を行っている。

〈Ⅱ〉既設配管内の汚れの判断
既設室外ユニットを撤去後、既設配管の状態が下記の場合には、配管洗浄、もしくは新規配管の施設が必要です。
①
②
明らかに変色した冷凍機油が残っている。
明らかに残渣物・摩耗粉が残っている。

〈Ⅲ〉その他の注意点
①

②

既設のフレアナットは使用せず、必ず付属のフレア
ナットを使用してください。
既設配管のフレアは、R410A用に再加工してくだ
さい。

配管サイズ（mm）
O材

肉厚外径
φ6.35
φ9.52
φ12.7

t0.8
t0.8
t0.8
t1.0φ15.88

t1.0 以上φ19.05

1/2H、H材
外径 肉厚 外径 肉厚

φ19.05
φ22.22
φ25.4

t1.0
t1.0
t1.0
t1.0φ28.58
t1.1φ31.75

t1.15 以上φ38.1
t1.2 以上φ41.28
t1.25 以上φ44.45
t1.4 以上φ50.8

既設配管が再利用できるか？〈Ⅰ〉

既設のエアコンは冷房運転できるか？

冷房運転を 15分以上行い、
その後室外ユニットを停止する。

既設の室内・室外ユニットを撤去

既設配管内の汚れは問題ないか？〈Ⅱ〉

新しい室内、室外ユニットを設置する〈Ⅲ〉

できる

できる

できない
＊取り出し前のユニットの状態により、
　室外ユニット内蔵の“不純物除去フィルター”を
　交換する必要がありますので別途手配してください。
　（部品コード：CV623 179 1458）
　既設配管対応判定フローは、
　「据付工事説明書　試運転編　別紙（既設配管再利用）」
　を参照してください。

＊

できない

状態が悪い

問題なし

新規に配管を施設して機器を設置
してください。

新規に配管を施設して機器を設置
してください。

冷媒回収機で冷媒を回収


